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多様な働き方が多様な働き方が
実現できるまちづくり実現できるまちづくり

重点戦略

2
いつまでも健康でいつまでも健康で
いられるまちづくりいられるまちづくり

子どもにやさしい子どもにやさしい
まちづくりまちづくり

帯状疱疹帯状疱疹ワクチン接種
ワクチン接種費用を一部助成
費用を一部助成

◼健康長寿推進事業
（1800万円）

ラジオ体操とウォーキングの普及拡大、食育の推
進、高齢者の保健事業と介護予防・フレイル対策
を一体的に実施し、健康寿命の延伸を図ります。
また、高齢者の健康づくりにデジタルを活用し、
デジタルデバイド（情報格差）の解消と社会的つな
がりや世代間交流の創出を図ります。

◼鶴ヶ島グリーンパーク
施設整備事業

（1億1803万円）

鶴ヶ島グリーンパークの管理棟を新たに整備する
とともに、多目的広場2に夜間照明を設置し、利
用者の利便性向上を図ります。

◼感染症予防対策事業
（1億9771万円）

予防接種法に基づく定期予防
接種を実施し、市民の健康維
持を図ります。また、令和6
年度から帯状疱疹ワクチン接
種費用の一部を助成します
（26ページ参照）。

◼ 　鶴ヶ島駅周辺地区
まちづくり関連事業

（8事業 9353万円）

新

鶴ヶ島駅周辺地区の生活
環境の向上と地域の活性
化を目指し、令和6年度
からハード・ソフトの両
面で一体的なまちづくり
に取り組みます。

◼都市計画道路
整備事業

（4億2370万円）

若葉駅西部および鶴ヶ島駅西部に広がる市街地を
結ぶ市道1409号線（都市計画道路共栄鶴ヶ丘線）
を整備し、快適で円滑な地域間交通を確保すると
ともに、地域の活性化と新たな交通ネットワーク
の強化を図ります。令和6年度は、道路詳細設計
および用地買収などを実施します。

◼ 　農業経営改善
支援事業

（150万円）

新

農業経営の計画的な改善を図ろうとする意欲のあ
る農業経営者に対して補助金を交付し、農業経営
改善計画または青年等就農計画の達成を図るため
の農業用機械や施設への投資を支援します。

前へ、前へ、そして未来へそして未来へ、、進んでいきます！進んでいきます！

拡充
拡充

拡充
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重点戦略

1
子どもにやさしい子どもにやさしい
まちづくりまちづくり

予算の詳細は
こちらから

広報つるがしま4月号では、令和6年度予算と各分
野の主な事業について紹介します。
このページでは、現行の第6次総合計画・前期基本
計画が最終年度を迎えることから、計画の達成に向
け、重点戦略に位置づけた事業を中心に紹介します。
なお、次のページでは、市の予算をグラフ化して紹
介していますので、あわせてご覧ください。

問合先　財政課財政担当

令和6年度令和6年度

予 と 業 概算 事 の 要

対象が対象が
高校生までに!
高校生までに!

4月から4月から

利用料無
料！

利用料無
料！◼脚折雨乞支援事業（1186万円）

脚折雨乞の魅力や意義を市内外に情報発信するとともに、
保護・保存および後世への継承を支援します。また、中
学生が考案するデザインを採用したオリジナルポロシャ
ツを作成することにより、郷土意識の醸成を図ります。

◼ 新 雨乞いのまち鶴ヶ島活性化事業（249万円）
脚折雨乞に関連するイベントを実施することで、「雨乞
いのまちつるがしま」の普及啓発や賑わいを創出し、市
の魅力発信と地域の活性化を図ります。

◼ 新 高齢者補聴器購入費助成事業（146万円）
聴力の低下により日常生活に支障のある高齢者に対し、
補聴器の購入費の一部を助成します。

◼交通安全対策事業（1861万円）
自転車用ヘルメット着用の普及促進のため、対象を全年
齢に拡大し、購入費の一部補助を行います（10ページ参照）。

◼戸籍・住民基本台帳管理運営事業（5248万円）
窓口におけるキャッシュレス決済とセミセルフレジを導
入し、利用者の利便性向上を図ります。

新たな事業、拡充・拡大する事業
その他の事業も充実！その他の事業も充実！

◼病児保育事業
（2024万円）

子どもが病気で自宅での保育が困
難な場合に、病児保育室において
一時的に保育することで、安心し
て子育てができる環境整備を図り
ます。また、令和6年度から利用
料を無償化します（7ページ参照）。

◼こども医療費助成事業
（2億8085万円）

令和6年10月から支給対
象を高校生までに拡充し
ます。

◼小・中学校水泳
指導方法検討事業
（6046万円）

小・中学校での水泳指導を民間施設活用により、
施設を保有せずに実施する方法などについて検
討します。令和6年度は、小学校8校、中学校1
校をモデル校に選定し、指導方法を検討します。

前へ、前へ、そして未来へそして未来へ、、進んでいきます！進んでいきます！

拡充

拡充

拡充

:令和6年度新規事業新
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用語解説
市税 市民税、固定資産税などの税収

国県支出金 特定の事業のために国・県から支出さ
れるお金

地方交付税 市の財政状況に応じて国から交付され
るお金

地方消費税 
交付金

県の地方消費税収入の中から市に対し
て交付されるお金

用語解説

民生費 子ども、高齢者、障害者などの福祉全
般の事務・事業に使うお金

総務費 住民窓口、課税徴収、ICTなど市の総
括的な事務に使うお金

教育費 学校運営の費用、生涯学習、スポーツ
など教育全般の事務・事業に使うお金

土木費 道路、公園整備などに使うお金
公債費 市債を返済するために使うお金

衛生費 保健衛生、公害対策など安全で衛生的
な生活のために使うお金

消防費 消防や災害対策に使うお金

市の予算をグラフで見てみよう！市の予算をグラフで見てみよう！
一般会計の総額は243億6000万円。
前年度と比較して17億5000万円の増額、率にして7.7％の増となりました。
その結果、令和6年度の予算規模は、過去最大となりました。

民生費
　106億 917万円 
 （43.6％）

総務費
　31億8916万円
 （13.1％）

その他
　 9億2536万円 
 （3.8％）

教育費
　27億1384万円 
 （11.1％）

衛生費
　15億5360万円 
 （6.4％）

消防費
　12億1365万円 
 （5.0％）

土木費
　25億8545万円 
 （10.6％）

公債費
　15億6977万円 
 （6.4％）

243億6000万円243億6000万円

一般会計

歳出
一般会計

歳入
その他
　43億3047万円 
 （17.8％）

243億6000万円243億6000万円

市税
　103億7273万円 
 （42.6％）地方消費税 

交付金
　15億4300万円 
 （6.3％）

地方交付税
　23億5000万円 
 （9.6％） 国県支出金

　57億6380万円 
 （23.7％）

※　各予算額は、表示単位未満で四捨五入しているため、各項目積み上げと合計
が一致しない場合があります

会　　計　　名 令和6年度
予算額

令和5年度
予算額

比較増減
増減額 増減率

一　般　会　計 243億6000万円 226億1000万円 17億5000万円 7.7％

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 66億4681万円 66億6653万円 △ 1972万円 △ 0.3％
後 期 高 齢 者 医 療 12億6601万円 11億  196万円 1億6405万円 14.9％
介 護 保 険 48億1452万円 48億5889万円 △ 4437万円 △ 0.9％
一 本 松 土 地 区 画 整 理 事 業 1億1779万円 8572万円 3207万円 37.4％
若葉駅西口土地区画整理事業 1億9178万円 1億8199万円 979万円 5.4％
合 計 130億3690万円 128億9508万円 1億4182万円 1.1％

全　会　計　合　計 373億9690万円 355億  508万円 18億9182万円 5.3％

全 の 算 模体 予 規
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病児保育室の利用料を病児保育室の利用料を
無無償償化化しますします！！

病児保育室トゥインクル
厚友クリニック併設
病児保育室トゥインクル
厚友クリニック併設

杉下小学校杉下小学校

岸田歯科岸田歯科

コンビニコンビニ

東市民
センター
東市民
センター

きらめき
訪問介護

ステーション

きらめき
訪問介護

ステーション

コンビニコンビニ
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↑
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線
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道
39
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事業内容　病児保育室（病中・病後・回復期）
住所　五味ヶ谷230-7　☎049・279・2983
メールアドレス　 twinkle@kouyu-clinic.jp
アクセス　つるワゴン（黄）富士見・五味ヶ谷線
「東市民センター」下車　徒歩約2分

トゥインクル
HPはこちら

 病児保育室トゥインクル 

8時～ 受入開始（検温）、自由遊び、トイレ

9時30分～ おやつタイム、自由遊び

10時30分～ 回診

11時～ 昼食、トイレ

11時30分～ お昼寝

14時30分～ 起床

15時～ おやつタイム、トイレ、自由遊び

～18時 順次帰宅

トゥインクルのトゥインクルの

1日のスケジュール1日のスケジュール

44月月
利用分から利用分から

　子どもが病気でも仕事を休めない…。そんなときは病児保育室をご利用ください。
　日額2000円の利用料も、利用回数が多くなれば、大きな負担となっていきます。
鶴ヶ島市で子育てする保護者の不安と負担をなくし、仕事と子育てをどちらも大切
にできる環境を整え、安心して子育てのできるまちにしていくために、病児保育利
用料の無償化を実施します。

問合先　こども支援課保育担当

※　不安な方は事前登録前にトゥインクルにお問い合わせください

利
用
の
流
れ

利用にあたっては、事前登録が必要です。トゥイ
ンクルまたは市役所へ提出（郵送可）してください。
※　利用にあたって医療機関の受診が必要です

事前登録11 利用開始33
病児保育室の
利用開始

ホームページで
予約

予約22

日�時　月～金曜日8時～18時（祝日・年末年始は除く）
※　延長保育なし
受入人数　1日あたり8人程度
対�象　生後6か月～小学校6年生までの児童（右記条件を
満たす必要があります）
料金　無料（鶴ヶ島市・坂戸市在住児童）
※　当面の間は昼食が提供できないため、お弁当要持参

利用詳細

❶�病気または病気の回復期にある児童で、かつ当面の症
状の急変が認められないと医師が認めた場合（麻疹など
の流行性の強い疾患は、お預かりできない場合あり）

❷�保護者の就労、疾病、出産などの理由により集団保育
ができない場合

条件

先生の先生の
回診があり、回診があり、
安心!!安心!!

病院併設型病院併設型

事業ピックアップ！
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